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ビ ス 語 の 研 究
タイ国北 部 に お け る ビス族 の言 語 の予 備 的 研 究





ま え か き
1964年 9月か ら1965年 2月にかけて, 私はタイ国北部チエ ンライ県とクーク県において,
1〕
ビルマ ･ロロ語系に所属す る言葉をい くつか調査 した｡ この地域には, タイ語系の諸方言にま
2)
じって, ビルマ ･ロロ語系の言葉が, とくに山地一帯に数多 く分布 していて,私達に とっては,
ビルマのカチ ソ州,シャン州と並んで極めて重要な調査地域をな している｡
チエソライ県 とクーク県には,Akha語,LahuShi諸,LahuNa諮,LahuNi語,それに
Lisu語が,い くつ もの村落で話されてお り, しか も村落 ごとにやや違 った形態を具えている｡
もちろん, タイ国にいるこれ らの部落の言葉は,全体 として, シャン州,カチソ州にいる Lahu
族,Lisu族,Akha族の言葉 とも,中国雲南省に分布する同部落の言葉 ともかな りの差異をも
っている｡ 今回の調査で,私が調査の対象 とす ることが出来たのは, この中 , アカ語, ラフ ･
シ語, ラフ ･ナ語, リス語であるが,そのほか, この調査のもっとも最後の時期に出会ったの
3)
が, ここで報告す るビス語である｡
ビ ス 語 の 分 布




2) この地域には, いわゆる Khammyap(北方 タイ語) とよばれる言葉が分布しているが, これには
Chiengmaiの方言,Chiengraiの方言,Lampangの方言,Lampoonの方言など,あるいは,それら
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も,この名称に関する限 り,新発見の部族であ り言葉であるといっても誤 りではない｡ この言
葉の話し手たちが,自称をビスとい うか ら, 彼等をビス族そしてその言葉をビス語 と名付ける
のも当然許されるであろう｡
ここで取 り上げるビス語は, チエソライ県チエソライ市の南方約 23km の地点にある Ban
Huaisanか ら西に約 10km はど入ったところの村落 BanLua(ルア村)において話されてい
る｡ これを Ban Huaisanの Ban LuaBisu語,略 してバン･ルア ･ビス語 と呼ぶことにす
る｡ このほかにもわかっている限 りでは,BanHuaisan よりさらに南西方 45km ほどの地点
にある BanThakoにおいて, 今はほとんど話 し手がなくなっているが, 老人のみが同種の
4)




何故か理由は明瞭にはわか らないが,このビス族は,近隣のタイ族か らは Lawa族 (タイ語
で lua)とよばれている｡
このように呼ばれるのは,ビス族がもともとはラワ族であって, ある時代にビルマ ･PP系
の言葉を話す ようになったためなのか, あるいはビス族はやは りビルマ ･ロロ系の1部族であ
るのだが, 何 らかの理由で ラワ族 と称するようになったのかは,いまは決定する根拠をもた
ない｡大体,ラワ族 自身の正体が今でもよくわかっていないのである｡ しかし,かつてはビル
マ,タイ地域でかな り大きい勢力をもっていた部族であったことは,ほぼ間違いがない｡ タイ
国内でラワ族 と称されている部族の中には, なおビルマ ･PP系の言葉を話す部族がいること
は十分にあ り得る｡




プノイ (Phunoi) 語とい う名称のもとに, そして ビルマ ･シャン州 ケントソにい るピェソ
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7)
(Pyen)または ピイソ (Pyin)族の言葉 として発表 されている｡ ことにプノイ語 とピエソ語に
はもっとも近いが, これ らの資料は極めて貧弱であるために, このビス語 と比較す ること自体
は,あまり意味をもたないかも知れない｡ しか し, ビス ･ピエソ ･プノイの3言語は極めて密
接な関係にある姉妹言語であることは間違いがなく,系統的には, ビルマ語 とアカ語のほぼ中
間的な段階を占める言語 グル-プであるとい うことができる｡ それ故, こC')ビス語をビス ･ピ
エソ ･プノイか らなる新 グループの代表者 として扱 うことも許されるであろ う｡ ビス語の系統
8ノ
については,別の一文において論証する｡
3.以下の記述は,バ ン･ルアの置住者Ⅹ氏をイソホ～マン トとして,1965年 2月に調査 した
資料にもとづいている｡ Ⅹ氏の経歴については詳細な点はわか らないが,バン ･ルアとその近
辺,それにチエソライ市付近以外には旅行 した ことがな く, ビス語のほかには, 北方 タイ語を
話 し,理解できる｡ ビス語のインホーマン トとしては好適な一人であった｡
この調査は,タイ語を媒介 として行なった｡ ビス人たちは,タイ人 との接触がかな り頻繁であ
るために,質問に用いたタイ語を直訳的に置き換えた りするような影響は,案外に少なかった｡
本稿は, ビス語の簡略な記述を 目指 している予備的な報告である｡ 最終報告は, アカ語, ラ
フ語, リス語などの研究 とともに,1968年 までに,本東南アジア研究センターか ら出版され る
予定である｡
バン ･ル7･ビス語の音素体系
つぎに,バン ･ルア ･ビス語の音素体系を簡略に記述す る｡
ビス語の一つの形態素は,大部分が 1音節である｡ そ して1音節は1種の トネームをともな
った CV♯または CVC(Cは子昔,Vは母音を代表する)の形式をなしている0
4. ト ネ ー ム
ビス語の トネ-ムは, 高型, 中型, 低型の 3種類の平板型 ト-ソを基本調 とする register
tonesystem をとっている｡ その基本的な対立関係は,つぎの例か らわかる｡
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lhja,33] くfowl> [hja=37㌢33] <egg>
[hjaI1gE:fi] <toitch=> [2u=2hl〇g21] <pOt>
この事実か ら,ビス語には,高平塾55,中平塾3,低平型11の対立を基本とする三つの トネー
ム類の存在を認めて,それをつぎの記号で表記する｡
1)高平型 ま 2)中平型 a 3)低平型 a
上に例示 した形式の トネームは,hja:hja:hja,2丘:?u:?hのように表記する｡
中平型 ト-ソをもつ音節では,母音は喉を緊めて発音する特徴をともな う (緊喉母音は 争,
せ,eのように表記する)｡ち ょうどビルマ語で低降型の ト-ソが,母音を緊喉音にするのと同




[bilkhitn4^4] くmatch> lha3mitD21] <bamboosprout>
[tu22kap□4^] く acOVer> [tc)k口17t〇三21] <houselizard>
[2毒和33jitul^4] <few>
この CVC(stop)のタイプの音節は,タイ語か らの借用語に多い｡
ビス語の低平型 ト-ソ [11]ほ,低降塾 ト-ソ [21]と自由に交替することがある. たとえば




[2粥 kEg21] <hard> [keg21モ)el^1] く tObehard>
[2年gVY=21] くfar> [vy=21耶1] <tobefar>
[?争t)五duII21] く near> ladtu=21℃el] くtobenear>
これ らの単語は [kEgllI)e][vY:lrje][且dtu=11I)e] とはならずに,必ず低降型で発音され
る｡ しかし,[11]と [21]が自由交替型である上に, [1111]と [21･i]ほ対立 した形態素連続
としてあらわれないか ら,低降型 トー ンを低平型 ト-ソの変型として扱 うことができる｡
高平 ･中平 ･低平 (低降) 3種の基本型のほかに, 1)わた り声調として, 2)タイ語か ら
ひとまとまりとして借 り入れた単語,数詞と十二支の中に,上昇型 トー ンが認め られる｡
1)わた り声調の例としては,[na:l StlⅦ15h〇n55]くholeoftheear> がある｡ この上昇
型は [na=1StutIll]くear> と対比すれば,高平型と連続する低平型か らの変調であることが
わかる｡[11･11十一[1･15･55]
2)借用語の例としてほ, 数詞の中 [sam35]<three>, [S〇g35]くtWO>, 十二支の中,
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[si35]く dragon(cycleofyear)>, [sa,n35]く mOnkey(cycleofyear)> に上昇型が認め
られる｡ これ らは,とくに高平型 [55]と対立関係をもたないか ら, 高平型の変形として, そ
の トネーム類に入れる｡
普通の発音と丁寧な発音
前借的な付属形態素は, 丁寧に発音 したときは, 個有の ト-ソをとるが, 普通に発音する
と,いわゆる樫声の現象が観察される｡ たとえば, く七oiledrice一二､は,丁寧にい うと [hai311
tsa:55]であるが,普通には [ha,i]lltSa5]になる｡ く-＼tObesalty二>は,丁寧には [jag55tS`a=55]
であるが,普通には [jaヨ55tS`a5]に,<head> は丁寧にい うと [2冬g33tu=21]であるが,普
通は [?昇り3tu･21]となる｡
ビス語の変調現象
このような t-ソの変化は,主要音節+前橋音節 とくに /｣歪/と連続するときに,もっとも
顕著に認め られる｡
丁寧な発音 普通の発音
CV♯-rI壬 :[ju:55が:55] :[ju:55-辞5] く-tOtake:-
CやC(stop)一房 ‥lRd叩404-q55-qE:55]:[且dep4-4-g5一昨5] <tOCOunt>
CV♯一房 :[卵,33一群=55] :[ga,33-りE3] <tOget>
CV♯一℃呈 :[jE=11-℃E=55] :[jE=11-昨 1] くtOCut一二→ヽ
CV♯-日昌 :[ju=21-qe:55] :[ju=21-耶 1] <tosleep二-,
cVc(stop)一重･.[k`itllrg55-qE:55]:[k`it口11-ql一昨1] く-todraw aline>












主要音節と主要音節が連続するときにも, 後続す る形態素の トーンに影響されて,類似 した
変調現象が起る｡
1)高平型 [55]+高平型 [55]は [44･55]になる｡
くleg> [p〇g5tuⅠ55] - [p〇t)44tu=55]
･nickel> [p`lu=55t〇℃55]一 [p`lu:44tこ叩55]
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2)中平型 [33]+低平型 [21]は [22･33]になる｡
<granary> lk233tS`aq21]- [ka22tS`〇I33]





<grave> [kamlltlま･33] - [kam=22t世,33]
5)低平型 [11]+低平型 [11]～[21]は [22･21]になる｡
<garlic> [la=11p`i=21] - [la:22p`i:21]
<tongue> [mEnlhla王11]一一[mEn22hla:11]
5.子 音 音 素
ビス語の子音音素目録は,31種の単純音素と9種の子音結合から成 りたっている｡
単純音素はつぎのように分析できる｡
stops africates fricatives nasals laterals
velar k kh g;?: :h :q hq
bilabial p ph b :f w :m hm
dental t th d :ts tsh:S :n hn:1 hl
:t昌 t邑h:昌 J hj:丘 h丘
この目録にあげた単位から成立する子音音素体系は, voiceless:voicedの対立が velar,
bilabial,dentalの各系列で stop と nasalの両方に並行してあらわれるが,dentalaffricate
の系列では /tstsh/に対するdz,/t昌t;h/に対する d豆はなく,それと並行して /S昌/に対









/k//t//p/は音節初頭の位置では [k][t][p]であり, 完全な閉鎖と破裂をもつが, 末
尾の位置では完全に閉鎖はするが,破裂はしない｡[k□][t□][pq]である｡
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lku:llⅠ〕e55] <tOSeW> .I[n℃3327,ko44] <breast>
[t〇三551㌢33] <butterfly二二- :[13qllpE,t口44] く breastofwoman>
[pa=11pa.3] <cheek> :[k`C,pロ44] <shoe>
無声無気の閉鎖音は,なお声門にもあらわれる｡/?/は極めて弱い破裂しかもたない [?]で
あり,音節が中平型 トー ンをもって緊喉母音で発音されるときには, とくにはっきりと観察さ













/g//d//b/は,完全な閉鎖と破裂をもつ [g][d][b]である場合と,入 りわた りが弱い無
声鼻音である [8g][ad][血b]である場合の両方がある｡ そして他の形態素ととじたつなが り
関係をもつとき,あるいは休止につづ く位置でも丁寧に発音される場合には,[g][d][b]が
観察される｡
[g貧,33]～[るg貧,33] くILT, [?貧r]gad21] <bone>
[dtuI]55Ⅰ〕E,55]～[且dulr]55Ⅰ〕E:=55] く tOSit二, [bi=lSuZll]～[血bi=1 Su=11] く Bisu>
[1aT]5bE=21T3E:11] <二tobethirsty>





[ts〇三11mE=21] <salt> [?壬叩33t¢〇三21] く Waist>
[ts`ad11r]E三55] <tOCOugh> [?貧T]33t¢`ad55] <sweet>
前者には音素 /ts//tsh/を, 後者には /t昌//t昌h/をたてる｡ この2系列の対立は明瞭で
あるが,この中 [t6-]は [kj-]と自由に交替することがある｡
[t¢uエ111〕e55]～[kjuI11Ⅰ〕e55] く tOSuCk> [tGi=11Ⅰ〕E55]～[kji=111E55]<tOSpeakン
[?約33t¢〇三21]～[?亨叩33kj〇三21]<waist=→
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私のインホ-マントは,[kト]の方をより好んで選んだが,専 ら [kj-]のみで [t¢-]の形が
あらわれない形態素があり (たとえば [kja=11-qE55]<tOhear>), その反対に [t6-]のみで
[kト]は聞かれない形態素もある (たとえば [t¢an33ben33]<dish>)｡ したがって,[t¢]と
[kj]はまったくの自由交替形ではないことがわか り,その上,[t¢][kj]にあたる出気音 [t¢`]
[k`j]ほ,はっきりと対立する単位であるか ら,前者 [kj]にはあとで述べる子音音素結合 /kj/
をたてて,音素 /t昌/とは対立する単位と認めたい｡
/t昌-/ /kj-/ /t邑h-/ /khj-/
[t¢](一部で [kj]と自由交替) [kj] [t¢`] [k`j]
5)摩 擦 音 /S//;//h//j//hj//f//W/
摩擦音の系列には i)硬口蓋歯茎で調音される無声音 [S],ii)歯茎硬口蓋音無声 [¢],
iii)声門音無声 [h],iv)弱いわた り音有声 [j]および無声 [Jj],Ⅴ)眉歯音無声 [f]有声
[Ⅴ],vi)両唇音 [W]が観察され,それに該当する音素をつぎのようにたてる｡
[S] [¢] [h] [j] [oJj] [f] [Ⅴ][W]













[wa=21] <plg> [23=11Wam55] く bear>
[vy=33] <chisel> [?約33V等,33] <Rower>
[vu=551〕E:33] く tObuy> [V主,331uJ･33qE:33] く tOabandon>
この [W]と [Ⅴ]の分布は補い合っていて,[a]母音の前では [W]が観察されるが,その




鼻音の系列には [り][m][n][rb]の有声音のほかに,入 りわた りが無声音である [且q][血m]
[且n][hrb]が観察される｡ 前者を /り//m//n//良/とし, 後薯を /hI〕//hm//hn//hfi/
とする｡ この対立には,つぎの例がある｡
/q/ [qai21Ⅰ〕E:11] <tObebent> :/hq/[らqei21] <leech>
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/m/ [muI〕21] くSky> :/hm/ [血muI〕55] くmuShroom>
/n/ [na=11SuJq1] くear> :/hn/ [且na:55khaI〕55] くnOSe>
/a/ [rbDmllqe:11] <tOdye> :/ha/ [?.aq33fhrbum55] <short>
7)側 面 音 /り /hl/
有声歯茎側面音 [1]と入 りわた りが無声音である [主1]の2種が観察される｡
llum55T]E:=55] く tObewarm> : lilum55qE三55] く tOWarm>
[lan55] くaXe二> : [?粥33tlan55] く grandson二ン
この2音素の対立を /1/:/hl/で表記する｡
8)音 素 結 合
ビス語の子音音素結合には, 無摩擦わた り音 [j]をともなう [pj][p`j][bj][血mj][kj]
[k`j]と,有声側面音 [1]と結合する [pl][p`1][bl][kl][k`1]が認められて,それ以外の結
令タイプはない｡ そ して,主核子音となるのは,両唇音および軟口蓋音に限 られる｡ [j]をと
もなう結合では,主核の閉鎖音 ･鼻音は,やや口蓋音化される｡ とくに [kj][k`j]はかな りの
程度に口蓋音化される｡ 閉鎖音と結合する [1]は一般に持続が短か く, 無声音化する傾向が
つよい｡[kl]-[k!] [k`1]-[k`!] [bl]-[b!]
[pjay.21] くbee> : [p主umll] <tarO>
[S〇三llp`jE三21] くtOOth＼ -- : [p`!aI33] <priest>
[?叩3bia:21] <many=> : [bla:1] くarrOW>
[血mja'33t`aT〕55] -:Iknife二二-
[kjad111〕E:=55] <towash(cloth,hair)> : [?at]33kとamll] く Slow二二-




6.母 音 音 素
ビス語の母音音素の日録は,前舌張眉母音4種 /ieEa/,後舌




[pi=111〕e:11] くtOglVe> : [ntZ331iェ55ka=11] く Clock二 一>
[pei=117]E:11] く tOShow> : [leillja:21] くOgre>
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[ne'36Y,3] <tOmOrrOW> [tu=1kt:p04^4] <aCOVer>
ltl…,33SE=5] <mountain> [t`12m33] <cavern>
lktZ･3kju=21] <valey>




[hDq3t如on55] <fox> [k`jein55qe=5] <tObesour>










[ai] :[¢aillI〕E三1] <tObend> ;[ai] :[?粥 q〇i21] <curved>
[yi] :[myi5] <fog> ,
[ad] :[2粥3gad21]<bone> ;[ed] :lkeB3] <glass>
[ed] :[?aT]3t`eB21]<arow> ',laa] '･[?粥 k`jDd3]<green>
この副次音 [i][占]を, 音節末尾にあらわれる子音音素 /j//W/に該当する単位と考え
ると,/aj//〇j//yj//aw//Jew//EW//〇W/の連続をたてることが許される｡しかし,この
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二重母音は初頭音と自由な連続関係をもたないで,たとえば [eu]は [k]とのみ,[Eu]は [t`]
とのみ連続するとい うように分配が限定 されているか ら,/ew//EW/を対立 した結合として
扱 うよりも,/EW/で統一することにする｡ これ らの結合があらわれる単語は, タイ語からの
借用語であることが多い｡
ビス語の母音音素と末尾子音の連続関係は,私の資料か らほ,つぎのようになる｡











































7.つ な ぎ音 素 /q/
ビス語では,核になる形態素が,付属形態素 -/句㍉/と くとじたつなが り関係> にあるとき,
この2つの形態素の問に <つなぎ音素> /I/があらわれることがある｡ たとえば /dap/と
/qe/の連続では [adtzp474q55Ⅰ〕e=55]くtOCOunt> となる｡ この現象は,核になる形態素の音
素形式と関係なくおこるが, 閉鎖音に終る形式と中平型 トー ンをとる形式で,より頻繁に認め
られる｡
/pyk/+/qE/ : [pYkロ44q55Ⅰ〕e:55] くtOjump>
/tit/+/qE/ : [titロ4q55Ⅰ〕E=55] くLtO丘Ⅹ>
/ph〇q/+/qE/ : [p`QI]33q55Ⅰ〕E:55] くtOOpen二二>
/tshan/+/qE/ : [ts`隻n331〕55qE=55] <tOthrow>




このように CV♯ タイプと CVT]タイプの2形式は, 自由変形であるが,形態素 tla)tli)
などほ /lま/と /lat]/,/I-i/と /lまq/のごとくそれぞれ2つの異形態か ら成るとい うこともで
きる｡そして普通の発話では,後者の形式の万がより多 く使われている｡
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この例から明らかなごとく, 同一の形態素に 2aq-がつけば名辞表現 (nounexpression)
になり,-T3eがつけられると動辞表現 (verbexpression)になる｡ この手順がビス語の単語構
成に見られる基本的な特徴である｡ そして,?aI〕-または 一昨 をともなわないで,二つ以上の
形態素の連続による単語構成もおこり得る｡
thtshもq<帽子> - 2aq-th<頭> とtshBq-qe<入れる>
khtiltShBq<ズボン> - 1えーkhtiI<足> と tsh5q-qE<入れる>
maplawpha<しゅろの菓> - ma-plaw <しゅろ> と ?alいpha.<葉>
これらの左側にあげた形態素連続はやはり1単語として扱わなければならない｡ そこで,こ
の ?aq-の存在は単語の切れ目を示す単位 として考えることができる｡ たとえば, <果物>
/tsthq-tstuqstiI/は3形態素の連続からなる1単語 であるが, <木の実> tsthq-tst叩 2aq-
stiIは,2形態素からなる二つの単語の連続である｡ <卵> hja-2uほ2形態素か ら成る1単
語であるが, <刃> hmja?al〕-S)は1形態素の単語と2形態素から成る単語の連続であり,
く刀の柄> hmja?aq-phaも同様に2単語の連続として扱わねばならない.
9.ビス語の文は大別すると, 等式文 (equationaltype)と叙述文 (narrativetype)に分
け得る｡ この2つの文のタイプは,それぞれ特有の否定形式をもつほかに,つぎの点で区別さ
れる｡ 等式文は,2つの名辞構文から成 りたち,丁寧な発話では,その2つの名辞構文の間に







西田 :ビ ス 言7i の 研 究
叙 述 文
ga#動辞表現 (-qE)♯<私は--･する> ga♯?ま-qE <私は (南-)行 く>
ga#ma一動辞表現 ♯<私は･-･･･しないコ, ga#ma-?ま<私は (南-)行かない>
まず等式文の名辞表現の環境に入 り得る形態を groupSの形態素,叙述文の動辞表現の環
境に入 り得る形態素を groupVの形態素とよぶことにする｡ そ して gaの位置に替 り得る形態
素も_groups,ma-に替 り得る形態素はこのほかに見出せないが, -qEに替 り得る形態素はい
くつかあって,ma-,-I]Eと,それ らと, さらにつぎに述べる別の1類をまとめて, groupE
とする｡ ビス語の形態素は,この3類 groupS,groupV,groupEに大別できる｡
10.ビス語では, 主格 く---は>,対格 <･--を> の関係は, 普通は特定の形態素で表現
されない｡専 ら語順のみがその関係を表現する職能をになっている｡
ga t3-13 wap-qE: <私 (は)蛸蝶 (を)つかむ>
( 早 I l･l
ga tshaq lと-khaw thu-qE <私 (は)盗人 (を)つかまえる>
L_- _ー l
これに対 して,く--･で>,く--･に>,<---か ら>,<-州 と>,く･--より> (比較)
は,特定の形態素で表現される｡ つまりラ抜述文ほっぎのように拡張される.
i) ga S-na V-qE
ii) ga S-k51〕 Ⅴ-qE
ii) ga S-t芭aj V-qE
iv) ga S-nE V-qE
v) ga S-?y V｢]E












･I私 (は)あなたか らこれ (を)借 ります>●●
く私 (ほ)チエソ･ライから釆ました>●●
<私 (は)あなたと行きますン
Ⅴ) ganu-2ydtilq-qe <私 (は)ここに坐 ります=>●




主体と,主体が恐れた り,きらった りする対象との関係は, 日本語では くを> であらわさ
れるが,ビス語は くに> で表現する｡
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この -naなどの 付属形態素をまとめるとつぎのようになる｡
与格 na:従格 k5り(人物),t昌aj(場所):達格 ne:於格 27






lsg. ga pl. gu du. gaj
2sg. na～naq pl. n叩 du. naj
3sg. Ja～Jat】 pl. j〇g du･ ×
単数形式には, 2人称と3人称に Ca形式と Cal〕形式の2つの自由交替形式があるが, 1
人称には,Caに対する Caqはない｡2人称と3人称は単数形 Caq,複数形 C〇勺のごとく母
音の対立を示しており,双数形は1人称と2人称が,単数形 Caに対して,Cajの形をもって
いる｡ つぎに,/ga?ま-qE/<私 (は)行きます> は,/ga-1如 ?昌一qe/<私自身行きます>
に替 り得る｡ この ga-1at]<私自身> に対立する2人称,3人称は,つぎの形式である｡
1.ga-1如 (?ま-qe) 2.naq-1如 (?昌一qe) 3.jaロ-1aT](?圭一qE)
等式文の基本型 jal〕#tshaT]?aq-hmとn<彼 (は)よい人間である> は, 叙述文にかえる
と,jaT〕♯ hmさn-qe<彼はよい> になる. これはさらに,jaI〕-htil♯hmさn-r3e<彼のものは●●●●







jaI〕-hrh♯ hm色n-qel l l lt t
等式文 niI〕♯nan-Sth?aT]-hmさn<これはよい書物である> を叙述文にすると,ni-n丘TrStiI
♯hm主n-qeくこの書物はよい> になる｡ この niqに対立する指示詞は,つぎの体系をなして
いる｡
ni～niq近称,thE～th印 遠称,he～heI]最遠称,hjD最遠遠称,hゝkhjD最遠遠遠称
近称,遠称,最遠称にあらわれる CV♯ と CVqの両形式は自由交替形であるが,he以下
の形態素は,どの点で区別されているのか, あるいははっきりとした区切 りがあるのかどうか
は詳かではない｡
niq‡n和一stiI<これは書物です> に nトma‡n和 一stiI<このものは書物です> が替 り得
78 - 78-
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る｡ この nトmaに対立するそのほかの指示詞の形式は,つぎのごとくである｡
ni --,ni-ma;the JthE-ma一二そのもの> -,hE -hE-maくあのもの∴-,
hjD-hj〇一maく向うにあるものう ;h㍉k-hjD-h5k-hj3-maくずっと向うにあるもU_)7
それ らの指示詞は,上に掲げた於格をあらわす形態素-2Yの前にも入 り得る｡たとえば
ga nu-77 dtilr]-rJE -,:l私はここに坐る､ -
ga the-2y dtilr]-r]E <私はそこに坐る :ー,
ga hE-2y dtilr]-qE 二私はあっちに坐る :
ga hj3-7y dtilr]-r3E 工私は向うに坐る＼>
ga hゝk-hj〇-2y dtilrqE -＼私はずっと向うに坐る ･
この中で,近称指示詞の形式のみがさきの形と一致 しないことがわかる｡
ここで くこれ1:,niの異形態について述べる必要がある｡niの自由交替形として niqがあ
ることはさきにあげたが,そのほかに nu-および nE-があって,つぎの分布を示 している｡
/nu-?Y/ --:ここ､ン tnu-) /nE-hla/ く今月:- (nE-)
くそれ､I,-the,-:透'れJhEが,-?Yの前の環境でもそれ以外の環境と同じ音素形式をもって
いるか ら,この (nu-)および tne｣ を,tni-ノniT〕)の異形態として扱 うことにする｡ 近称指示
詞 ･-∴これ -は (ni～nil〕)の自由交替形と tnu-,nE-)の3つの異形態から成 りたっている｡
人物,事物,時間,場所,数の発問は,つぎの形であらわされるrJ
[人物] ?a→sa.r]-77 一だれ [事物] ma-t呈y-?Y ､何 ,
[時間] ?a-1もhmu卜?Y いつ -･ [場所] kyI〕-2Y どこ-
[数] ?a-13-2Y /いくら 一
これ らはいずれも -77をともなっているが,これは上に述べた於格の -?Y と同一形態素で
あると考える｡ ､つまりビス語では,代表的な発間詞はすべて於椿で表現されていることになる｡
く誰が来るか､-2a-S的-2Yla-qEは直訳すると -=誰において来るか∴ であり, 一:＼｢何を食べ
るか-二>ma-t呈y-?ytsa-7]Eは ･-何において食べるか -となる｡ いくらもつか∴>?a-15-?y
t昌a-1]E:も くいくらにおいてもつか - の意味である｡
12.ll.で述べた人称代名詞,指示詞,発間詞のほか,GroupS としてまとめ得る単語は,形
式の上か ら,つぎの7類に分けることができる｡
1)PreBxをもたない形式, 2)Prefix?a町 をともなう形式, 3)Prefix2a-をとも
なう形式, 4)Prefixiト をともなう形式, 5)Prefixka-をともなう形式, 6)PreBx
?ト をともな う形式, 7)Sufhx-baをともな う形式
つぎに各形式について説明を加える′つ
1)Pre丘Xをもたない単純単語
i) 1形態素か ら成る単語 1わ く水 >, kht如 -､一糸∴
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ii) 2形態素から成る単語 m昌一hntu<目>, hna-kh如 く鼻>
iii) 3形態素から成る単語 la-tshtiI-tan<ひじ>, lam-tもq-hn孟<とんぼ>
タイ語からの借用語には,3音節の単語が多いが, ビス語ではそれらをいずれも3形態素か
ら成る単語として扱 うことはできない｡
majsifa.n <歯刷子>, nalika <時計>
2)Pre丘Ⅹ2a町 をともなう形式,Prefix2aI〕-は く事物の名前あるいは事柄> を示す｡
2aq-h5Ⅰ〕<部屋> 2aq-tha<床> ?aq-pha<葉> 2aq-kh〇<木の皮>
?aI〕-をともなう単語の大半は,等式文 ni-ma‡･･-･<このものは--である> の･････の環境
に入り得る｡ところが 2atト をもつ単語の中で,この位置にたち得ないものがある. たとえば,×ni-ma2aI〕-tha,×ni-ma2aq-thd,×ni-ma2ar]-hrh,xni-ma?aI〕-1ま｡ これらは本来 -qeを
ともなう groupV の単語,tha-qE<鋭い>,thd-qE<厚い>,hth-1]E<大きい>,la-qE
<来る> か ら,?aIr をつけて groupSに移項した単語である｡ 本来の groupSの単語と
groupV から 7aq-をともなって移項した単語はこの点で異っている｡ そして, 後者の単語
は,叙述文の gaの位置では,前者の単語と同じ機能をもっている｡
ni-ma‡hth-qE: これは大きい ni-ma‡thd-I]E これは厚い
2aq-htiI♯hmさn-qE 大きいのはよい 2aq-thd.♯hmとn-qE:厚いのはよい
?aIrh5q‡hm主n-qe 部屋がよい 2aq-tha♯hm主n-I]e 床がよい
3)Prefix2a-をともなう形式 この形式は,親属名詞の一部と動物の名前をあらわす単語の
一部にあらわれる｡
2a-hh 祖父 ?a-phl 祖母 ?a-tsi 姉 ?a-pゝ 妹
?a-2aj 兄 ?a-phま 弟 ?a-meq 猫 ?a-hmjaq 牛
?a-mSq 馬 ?a-kaw 家鴨
4)Pre丘Xjト をともなう形式 この形式をもつ単語は2つしか記録していない｡ いずれも液
体に関するものである｡
jト 岩ーhth <くしゃみ=>- gajト昌ーhtilt邑htiI-qE <私はくしゃみをする>
jト昌i <尿> - gajト昌i昌am-qe <私は放尿する>
5)Pre丘Ⅹka-をともなう形式 この形式をもつ単語には,北方タイ語からの借用語が多い｡
ka-taj<うさぎ> <N.Thaika-taaj,ka-paw <袋> <N.Thaika-paw,ka-pゝq
<鍾> <N.Thaika-pうり,ka-S音j<猿> N.Thai? ka-kjh<谷> N.Thai?
6)PrefiⅩ紬-をともなう形式 この形式の単語はつぎの3語しか記録していないが,?ト は
まるい形をもつ事物を示す形態素と考えられる｡
?a-hla <月> ?也-ktiI <星> ?a-h15q <つば>
2a-hlaが他の形態素に限定されて,別の単語を構成するときには,この PrefiⅩ2h-はあら
80 - 80-
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われない . 2h-hla -t5-hla<来月>, nE-hla<今月>
7)Su用.x-baをともなう形式 Su侃Ⅹ-baにはつぎの三つの種類が考えられ,-bal,-baヨ,
-ba3 の三つの形態素をたて得る｡





ntm]-ba<心>, khゝq-ba<村>, k由一baく遣> 13-ba<石>, p)り-baく腹>
13.GroupSの単語の中で,はっきりとした体系をもつものに数詞がある｡ ビス語の数詞は,
すべて北方タイ語か らの借用語である｡
lntilr] 2S5I] 3sam 4si 5 ha 6h5k 7 kjl't 8 pとt
9kaw 10sip llsl'p-26t 20saw 21saw-26t 10015j 1000phan
<-> にはタイ語と同じく ntiII]と -?etの2形態素が認められるが, そのほかにつぎの
環境で ndJT],26tに替って,ttiIが用いられる｡
･=人一人> tshAI]ttilmag,く一カ月> ttilhla,く一年> ttilpi,く半分二,tthkhulr],
したがって,く/-> には3つの形態素が補い合 う環境で使われていることになる｡ これと並行
して,く二二つ は S5口のほかに,nihla<二カ月>,nihnulqく二二 日> では niが用いられ
るから,これも S5Ⅰ〕と niの2形態素が補い合っていることになる｡
数詞のあとにつづ く範噂詞は,人間に関する maI〕(上掲の く二人 一 人 - -と ja-khattilma.T]




1)基本型 V-qe:その否定形式は上掲のごとく ma-Ⅴ である｡
ga#kja-T]E <私は聞く> ga#makja く私は聞かない一､-
ga#?LqE <私は行 く=:- ga#ma2ま く私は行かない二-
2)Ⅴ一ga-I]e:基本型 Ⅴ-qEに対 して可能を示す形式である｡ その否定形は ma-V-gaとな
る｡
ga#ma-2ま く私は行かない二:--1 ga‡ma-?圭一ga く私は行けない二→,
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この t昌a-qeは <もつ>,<ある> の意味の形態素であるから,タイ語の進行態を示す -jd
(もともとは <ある> の意)からの煩椎で作られた可能性が強い｡
4)Ⅴ-ka-qE:基本型 Ⅴ-qEに対 して,その相互形を示す形式,<互に･･-･･する>




nal#2昌一qe <あなたは行 く> - naI〕#?ま-la <あなたは行 くか>
naI〕‡tsa-叩 くあなたは食べる> - naI〕‡tsa.-la.<あなたは食べるか>
6)V-t昌hi:基本型 V-qEに対する使役態を示す形式
naq‡2ま-qE <あなたは行 く> - nat]#?昌一t邑hi <あなたが行かせる>
naq‡kja-qe <あなたが聞く> - naq‡kja.-t昌hl'<あなたが聞かせる>
7)Ⅴ-Sトkha:基本型 Ⅴ-qeに対 して希求を示す形式
ga♯2昌一叩 く私は行 く> - ga涛2ま-Sトkha <私は行きたい>
ga♯tsa-qE <私は食べる> - ga紫tsa.-Sトkha <私は食べたい>
8)ma-Vn-stiI:基本型 V-1]Eに対 して未然態を示す形式 (末だ.･--していない)
ga♯kja-qE <私は聞く> - ga‡ma-kjan-sth <私は未だ聞かない>
ga鮮wa-I)e <私は作る> - ga‡ma-wan-stiI <私は未だ作らない>
ga♯2昌一qE <私は行 く> - ga♯ma-2まn-stiI <私は未だ行っていない>
9)Ⅴ-kan-stiI:基本型 Ⅴ-qEに対して過去の経験を示す形式｡その否定は ma-V-kin-stiI
であらわされる｡
ga♯la-qE <私は来る> 一 ga♯lA-kan-sth <私は来たことがある> -
ga葬ma-1a-kan-sth <私は来たことがない>
10)Ⅴ-tsha:基本型 Ⅴ-qEに対 して完了態を示す形式｡ その交替形 として Ⅴ-na-tsha,
Ⅴ-kha-tshaが認められる｡
tstilq-tStuI〕#hj叫rqe<木が枯れる>-tstiIIrtSu叩 ‡hjdqtsha<木が枯れてしまった>




Ia-qe<来る> - la-25<来なさい> :2ま-qE<行 く> - 2昌一25く行きなさい>
12)ma-Ⅴ (高平降型の ト-ソをとり母音を長くする):基本型 V-qeに対 して禁止を示す
形式
82 - 82-
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kja-I]e <聞く二>--ma-kja [mt!3kja=441] く聞くな一一
sa-qE く食べる二,一十 ma-Sa[mtZ3Sa三41] く食べるなン
?e'-qE <行 く> - ma-?e' [mt237E=41] く行 くな>
13)V-ja(高平降の トーンをとる):基本型 Ⅴ-qEに対 して感嘆の語気を示す形式
ka-tsa-qE <=勝つ二> - ka-tsa-ja く勝った.r>
kan-1的-qE く負ける二-一斗kan-1的-ja く負けた./-
wa-kh3-qE <仕事を済す十 一 wa-kh〇一ja <仕事が片付いた./:-
とくに否定形式による表現で,こC')jAが使われる｡ma-hma-ja<本当だ./ -(直訳すると
-､うそではない./:>)ma-2a-ja くこうそだ./､ (直訳すると く本当ではない./-) しか し,
xhma-qE, x2a-I]E:の形は聞かれなかった｡
15.連動式 groupV の単語に,同じく groupV の単語が結び付いて, 2つの連続 した動
作あるいは主要単語のあらわす動作の趨勢方向を示す ことがある｡ さきに音素体系の記述で例
示 したごとく, 結び付 く形式は, つぎの く行 く一二>く来る> の意味をもつ 4つの形式に限ら
れる｡
V-1a-I]E:<(上から)--･して来るン Ⅴ-1eLqE:く(下から).･--して行 く＼ニー>
Ⅴ-lth-qE<(下から)-･･-して来る> Ⅴ-?L<-I)E <(上から)--･･して行 く>
25町昨 -一二入る> 一 ?5q-1良一I]E -二､(上の万か ら)入って来る二,
?5g-1E'-qe く(下の方から)入って行 ぐニー -->75q-1th-qe <(下の方から)入 っ て来る∴
これらの Ⅴ-1A-1]Eなどの形は,いわば漢語の -上来,山下来,-上去, -下去 にあたる
意味を一つの形で表現 していることになる｡
そ して,一＼もって来る ､haロ-1a-qEと -もって行 く/-harr?e'-qE,<-､運んで来る/-昌tiI-1A-
rjEとく運んで行 く> 邑tiI-?eLqEの対立もあとに結合される形式の相違で表現される｡
また, groupVの単語の性格によって, 結び付き得る形式が限定されてくるのも当然であ
る｡tha-r]Eく起る> に対 して tha-1良一r]Eく起き上る二,はあ り得るが ×tha-1tiI-I]Eなどは許
いた./二~)は作 られるが,そのほかの形式はつき得ない｡
これらの連動式は,Ⅴ-Ⅴ-qE形と連動式でない形 V-1]eが並存する点にも特徴がある｡
16.ビス語には, 同じように groupV と groupV の結合形であるが, VrV･2-qEのタイプ
のみで,VrI]Eは存在 しない一群の単語がある｡
t昌th-tsa-T3e<憶える二,,t昌am-tsa-qEく憶える> (t昌am は N.Thai語 cam からの借用),
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ka-tsa-qE<勝つ>
これらは ×t昌tiI一昨-t邑tiI-tSa-I)E:ではな く,あとの形式のみが可能である｡ この tsa-qeは
もともと <食べる> tsaTqe と同じ単語であ り, <おぼえる> は <記憶を食べる> と表現
され,<勝つ> は く勝負を食べる> と表現される｡ チベ ット口語にも, これと並行 した造語
9)
法がある｡
17.ビス語の groupV の単語の中で, 自動形 と他動形の区別が,音素形式の一部のみに対立
をもった 2つの形態素で示めされることが少な く, 相互に関連のない音素形式をもつ2形態素
で分割 して表現されることが多い｡たとえば
tstilq-tStuI]hltiIq-qE<木が倒れる> gatstiIq-tSuqtY-qe <私が木を倒す>
tstiIIrtSuIqktLl-I]E <木が乾 く> gats血q-tsu叩 hlaw-I]e<私が木を乾かす>
しか し,つぎのように 2つの形態素の音素形式の一部の対立が, 自動 と他動といった職能の
ちがいをになっている例もある｡
ga♯2a一mもqt昌ajkla-qe <私は馬から落ちる> -,kla-qE <落ちる>
ga♯2a一mもqt昌ajkhla-qE<私は馬か ら何かを落とす> -khla-qE<落 とす>
laI〕♯lam-qE <水が温る> - Ibm-qE <温 るニ-
ga♯laI〕hldm-l]e <私が水を温める> 一斗hldm-qe <温める>
10)
この種の例は,極 く限 られた数 しかない｡そのほかに,つぎの対立も認め られる｡
plもq-qE <穴をあける> - plSqt;hi <穴があく>
t昌hiトqe <破る> - t邑hitt邑hi <破れる>
この Ⅴ-t邑hiは上に述べた使役態形式であると考えられるか ら,<穴があく>,<破れる>
は被動の形で く穴があけられる>,く破 られる> と表現されているのであろうか, よくわか
らない｡
18.ビス語には groupSの単語 と groupV の単語が連続 して構成する一つの動辞表現があ
る｡たとえば
jit昌htilt昌htiI-qe < くしゃみする>, m主-bthnbtiln-qE <夢見る>










phth-ge<解く> phtiI-ge<結ぶ> :-phi-ge<火を起す> phi-ge<閉める>
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muqblapblap-qe<稲光がする>, 2a町13jl叶 i]E <泳 ぐ>
これらの連続は,たとえば jトー昌hiIと t昌htiI-qEの問に休止をおき得る上に,その否定形式
は ×ma-jト 昌ーhdlt;hth とならないで, ji-t昌htilma-tShth,mと-btilnma-bthnなどとなるか
ら, これらを, それぞれ 2つの形態素から成る groupSと groupV の単語連続と見散すべ
きである｡
19.限定関係 groupSの単語が groupV の単語に限定されるときには,S-Ⅴの)1釦こ並べ
られる｡groupV の単語から成る動辞構文か ら,S-Ⅴ の名辞構文-の移項は,つぎのように
なる｡
tshar〕#hm5I]-qe 二人間は高い ～ ノ - tShaI〕hm 5q 三高い人>
tsha-la牛pjfH]E -∴虎はしまがある - - → tsha-1apjb ,二縞虎 一>
タ イ語 か ら の 借 用 語
20,以上,バン･ルア･ビス語の音素体系および文法体系について, 基本的な事柄を簡単に記
述 した｡多 くの点で不備なところがのこっているが, それらは資料の再検討と,今後の調査に
よって補っていきたいと思 う｡
最後に,ビス語に入ったタイ語か らの借用語についてふれておきたい｡





ていたビス語の形式にすっか り入れ替った単語として, そ して第三には,数詞1,2のように,
その大部分が置き換ったが, 一部の環境では以前の形式と補い合って用いられている単語とし
て考えらjlる｡ 最後の例をいま一つ補 うと,く/年> を意味する形態素には2つあって,つぎの
ような分布を示 している｡
Oneyear twoyears thisyear lastyear
ttilpl nipi mihnuJ mihnuユ昌Y
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ろ う｡北方タイ語 ･標準タイ語がもたない音素上の特徴を示す単語は,いずれもこの時期にビス
語に入ったものと考えられる｡ たとえば <silk> ?aIrhmaj(13世紀 タイ語 hmaj),<oil>
nan hman(13世紀タイ語 nam man<hman?>),<north> h叫 hny(13世紀タイ語 hni∂),
<tobeeasy> hqaj-1]e(13世紀 タイ語 qaj<※hqaj>),くblacksmith> t昌aqhlek(13世紀






タイ語か ら多量の語菜を借 り入れた｡数としては, この時期の借用語がもっとも多い｡ たとえ
ば くtOdye> i＼m-qE(N.Th.丘〇〇m), 〈ageOfaperson> ?ar｢au(N.Th.?a-flu) の
良一は北方タイ語を特徴づける初頭音素であ り,くumbrela二二,t昌Dq(N.Th.C〇〇り), <Clothes
iron一二-taW 缶it(N.Th.tawniit), くmarket> kat(N.Th.kaat),くpriest> sa-tu (N･
Th.satu), <body二>2aローtO(N.Th.tua)などは, 標準タイ語にはない北方 タイ語の特徴
的な単語形式である｡ そ して,第三に,ずっと最近になって標準タイ語か ら借 り入れたと考え





くmarket､二>,くClothesiron>,くtOOthbrush> などがそれである｡ 2)借 り入れたタイ語
をビス語的な形に改めている単語｡ 上抱 くtOdye>,くage>, くtOreadン,くtOdraw a
line> などのごとく,ビス語の groupS,groupVの単語をそれぞれ特徴づける?aI〕-,-I]Eを
借用語にも添加 して,本来のビス語と同 じ形をとらせる｡ 第三に,タイ語か らの借用語をビス語
の形態素に結び付けて,新 しい単語を形成するタイプがある｡ たとえば,?a-mtli]kip<hoof>
は, ビス語の ?a一m qゝ く､horse> にタイ語 kiip(標準タイ 語 ,北方タイ語)くhoof> からの
借用語 kipを結合 した単語であ り, bikhitくmatCh二二,はビス語の bト -こfire=-にタイ語
mAjkhiit(標準タイ語)くmatCh二>か らの借用語 khitを結合 した単語である｡ 中には,こ
の種の結合形であると推定できるけれ ども, 本来のビス語形 がはっきりしない単語 もある｡
<north> hhT]hn寸,くfa什二>pjAI〕Wiはあとの hn寸,wiはそれぞれタイ語の nya,wiiか









･-goodst:-- ?aI]kr拍 :Thai語 kh53r] 工voice＼ぅ?aqseg:Thai語 siaq
･ ＼togetdrunk> maw-qE:Thai語 maw くbed∴> ten:Thai語 tiau
ビス語に入った慣用語全般と,その栗源体として考え得る言葉との問の対応関係, ことに声
調がどのように受け入れられているかは興味のある問題であるが, それらの問題は,ビス語以
外の山地民言語一般について考察できる事実と関連して, 改めて取 り上げてみたいと思 う｡
付 記
なお,借用語の音素形式について少し補っておきたい｡
･-＼tocount二-dap-qE:は,タイ語 nabからの借用語であることは疑いがない｡ しか し,
これは非常に古い段階の借用語であると考えられる｡ さきの報告で書いたように(『東南ア
ジア研究⊂』3巻 3号 p.128), ビス語ではある時期に (おそらくビルマの北方あるいは,
中国雲南省にいた時代に), 有声鼻音ではじまる形式の一部が, 有声閉鎖音に入れ替る一
一連の変化がおこった｡本来タイ語であった ',:'napは, ビス語のこのような変化が起る以
前に借 り入れられて,そのほかのもともとのビス語の単語, たとえば ;/i?a.7-naくpain>
が ?aI〕-daになったのと同じように, 'Ynap->ndAp一dapと変ったのである｡ これに対 し
て,一万 -二rice負eld十 を意味する naもタイ語 naから借 り入れた単語であるが,これ







Laterstage : 'laI〕-da dap-qE
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